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通期連結業績予想値と実績値の差異に関するお知らせ 

 

2025 年２月 14 日に公表した 2025 年３月期通期連結業績予想と本日公表の実績に差異が生じましたので下記のとおりお

知らせいたします。 

 

2025年３月期通期連結業績予想と実績との差異（2024年４月１日～2025年３月 31日） 

 売上収益 営業利益 
親会社の所有者に 

帰属する当期利益 

基本的１株当たり 

当期利益 

 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想(A) 16,500 100 30 0.3 

実績(B) 18,960 208 42 0.39 

増減額（B-A） 2,460 108 12 ― 

増減率（％） 14.9 108.8 41.0 ― 

(ご参考)前期実績 

(2024年３月期) 
10,515 238 △149 △1.49 

 

２．業績予想と実績差異の理由 

2024 年 5 月 20 日付「ＩＮＥＳＴ株式会社 今後の経営方針について」及び 2025 年２月 14 日付「通期連結業績予想の修

正に関するお知らせ」にて公表した通り、中長期的な企業価値向上を目的に宅配水の代理店手数料のストック収益化の取

り組みを継続してまいりました。加えて、自社コンテンツのサブスクリプションサービスにおける販売促進費への積極的

な投資が奏功し、よりストック収益が安定的かつ着実に積み上がるビジネスモデルの構築ができております。 

その上で、当社グループが展開する特に一時金収益モデルである取次事業（Lifestyle Advisor事業、通信サービスの販

売、等）が想定以上に伸長したことから、2025 年３月期通期連結業績実績は、2025 年２月に公表した修正業績予想を更に

上回る結果となりました。 

これにより、売上収益、営業利益及び親会社の所有者に帰属する当期利益も揃って伸長する結果となりました。 

  

 

以上 


